
令和 5年期（2023）南連協おとな部会＃２ 議事メモ 

 

日 時：令和 6（2024）年 1月 29（木） 13：30から 15：30まで 

場 所：生活介護 「のこのこ」 

出席者：「YELLOWS」横内さん、「のこのこ」大塚さん、「まるさき福祉会」中舘さん、土井さん、

「アトリエ」磯部さん、「ココラボシア」市毛さん、「Saltista橋本」有山さん、「南連協」 村田 

  

次回：2024 年 2月 26日（月） 13：30～ 於：「のこのこ」 

宿題（全員）： 

「各事業所特徴紹介ページを作成し持ち寄る（A4 2枚）（JPEG）」 

   できるだけ文字を少なく、楽しいもの ＜後日 南連協 HP で公開＞ 

 

＜論議結果＞ （参考に、おとな部会議事録＃１を配布） 

  第一回の論議内容を踏まえ、さらに福祉でありたい姿と南連協に期待する役割を論議した。 

  主な関心事と論議ポイント 

＊ 研修をいくつか協力して作って共有できるようにしたい。 

中館さんはアンガーマネージメントのファシリエータ―なのでその研修ができる等、 

坂本さんの講師のものだけでなく、メンバーで補完しあえると良い。 

（尚、2～4月の坂本さんの研修を教育動画とし YouTubeに UP、ホームページの活用予定）                                

＊ 南連協の将来目指す方向を何にするか明確にしたい。 

・保護者の方や相談員、先生が事業所の特徴・空き状況が分からず、右往左往している 

 のに対して、適切な情報を広く伝えたい。（①） 

 （実は、沢山空きがあるのに、その情報が無い。利用者の特徴に最適な事業所が 

  簡単に見つかるようにしたい） 

 ――― 名古屋にある株式会社が『マッチングアプリ』を提供している。 

    （相談支援専門員と事業所のニーズとシーズのマッチングアプリ） 

     こういうのを一つの目標にするか？ 

・南連協としてもっと泥くさい、利用者が出来ることを拡大し、本当に困っている人を助

けたい。（②）（土井さんの様な、個人個人のできない事をできるようにしていく活動） 

南連協を起点に、土井さん、第二の土井さんに繋げる等。） 

（「利用者はもっと貪欲で良い！―それを我々が如何に可能にするか！」 

＊ 求人情報の共有、連携（その２）（＃１回で相互情報交換の論議あり） 

今回参加いただいた、「Saltista橋本」有山さんの事業との連携で、その持てる人材の 

ニーズ・シーズと事業所のニーズ・シーズの組み合わせで、化学反応が起きないか？ 

アルバイト、サッカー（所属 60名）引退後の人材、「空き家再生事業」と「のこのこ」さん

の大工の強みとのコラボ等。 

＊ 障害者のタレント性をその STRENGTHとして世に出したい。 

  （障害の暗さから明るさ、楽しさへの転換！） 

     折り紙上手の人、似顔絵上手の人 etc. 

    

                                  以上（村田 記） 



 

 

 

 


